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　和光市青少年育成推進員会では、次代を担う青
少年が健康で心豊かに成長することを願い、地域
に青少年育成運動の趣旨を普及するとともに、望
ましい環境づくりを推進するため、さまざまな活
動を行っています。

青少年をまもる
店協力店の拡大

　市内の協力店を訪問し、地域の様子な
どを伺い協力をお願いする。
（平成22年度 協力店数211店）
【青少年をまもる店協力店とは】
　青少年に悪影響を及ぼす恐れのある
商品を販売しないことや非行のきっか
けとなるような青少年の行動に注意を
払うことなど、青少年の健全育成活動に
協力しているお店。また、子どもが危険
な目にあったときや困ったことがあった
ときなどに助けてもらえるようお願い
しています。

青少年をまもる店
協力店の目印!

　地域の図書文庫などをまとめて図書
マップを作成し、子どもたちに配布す
る。有害図書などの自動販売機の設置は
ゼロを遂行中。

優良図書などの利用宣伝及び
有害図書などの追放

　年2回広報「あひる」を発行し、広く青
少年健全育成意識の高揚を図る。また、
青少年をまもる店協力店マップや訪問
調査報告書を作成し、広く情報提供する。

広報

　地域ぐるみで子どもたちを守ろうと
いう意識啓発のため、講習会や専門機関
との情報交換等を実施。

講習会・情報交換会の開催
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受
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。
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。
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講習会「子どもの話に耳を傾けてみませんか ～子ども電話相談の現場から～」
平成22年12月8日（水）
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Ｅ
Ｄ
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。
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。
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触
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救命講習会「救命リレーの大切さを知る」
平成23年1月12日（水）
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携
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催
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。
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。
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触
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い
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橘
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推
奨
す
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書
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読
書
習

慣
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
な
ど
、
親
世
代
に
と
っ
て
非
常
に
考

え
さ
せ
ら
れ
、
参
考
に
な
る
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

橘
高
氏
の
お
話
の
中
で
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を
読
む
こ
と

で
記
憶
力
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文
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を
身
に
つ
け
さ
せ
よ
う

と
す
る
と
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も
は
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を
嫌
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に
な
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い
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は
つ
い
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待
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。

　

今
回
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流
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を
通
し
て
、
た
だ
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ど
も

に
読
書
を
薦
め
る

の
で
は
な
く
、
大

人
が
本
を
読
む
姿

を
見
せ
、
時
に
は

一
緒
に
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を
手
に

と
り
、
読
書
は
楽

し
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こ
と
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と
教

え
て
い
く
こ
と
が

大
切
な
の
だ
と
思

い
ま
し
た
。

交流会「和光市図書館の活動や子どもの読書習慣について」
平成23年2月9日（水）

地域代表
畠山　小百合（会長）
栗原　千賀子（副会長）
大泉　久子（副会長）
内藤　礼子
永井　容子

美濃輪悦子
加納　美樹
塚本　裕子
川上　広美
長谷川紀子

白子小
栗原　香織
宗片　利恵

第三小
太田　陽子
櫛田　由紀

第五小
兼松　幸子
吉原　直美

北原小
吉田　陽子
山本　優子

大和中
冨永　伸子
岡安　乃理子

新倉小
山川　亮子
冬部　智子

第四小
吉原　美枝子
篠崎　祐子

広沢小
福崎　智子
倉谷　なるみ

本町小
加屋野　まゆみ
高野　雅栄

第二中
古橋　範子
古賀　章予

第三中
山口　恭子
石塚　薫

平成23年度　青少年育成推進員名簿

　地域の祭り・行事などに参加し、見まわ
りなどのパトロールを実施。

地域における
青少年健全育成の環境整備

 4月 図書マップの配布
 5月
 6月
 7月

青少年をまもる店訪問活動

 9月 朝霞警察との情報交換会
10月
12月
 1月

講習会開催

 2月 図書館との交流会

青少年育成推進員の活動

【平成23年度年間活動予定】

※講習会等はどなたでも参加することができます。
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